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1． 業務概要

本業務の概要は下記のとおりである。

委託者

業務名

業務地名

業務目的

長崎県石木ダム建設事務所

19石木ダム第30号石木ダム地質調査等業務委託(2)

東彼杵郡川棚町岩屋郷外

： 本業務は、河床部竪坑から掘削されている横坑を対象に、坑壁なら

びに既往のせん断試験箇所に対する岩級の再評価を行い、実施設計にお

けるせん断強度検討の基礎資料を得ることを目的とする。また、左岸側

鞍部のCLL級岩盤に対してコンクリートとの付着の程度を評価する他、

一軸圧縮強さ等の対応が図れる簡易試験を行うことで、D級岩盤との差

異を定量的に把握することを目的とする。

受託者； 株式会社建設技術研究所九州支社長崎事務所

、住 所 ； 長崎県長崎市元船町13-5第二森谷ビル(長崎事務所）

福岡県福岡市中央区大名2-4-12CTI福岡ビル(九州支社）

電話番号 ； 095-826-6086(長崎事務所）

092-714-6750(九州支社地圏環境室直通）

FAX番号 ; 092-714-6307(九州支社地圏環境室直通）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)業務担当

担当者；

本業務の内容は、下記のとおりである（図－1．1参照)。(6)業務内容

（地質調査）

l)機械ボーリング …･…･･ ･ ･･…･･･…．．…･･ ･･…･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･･3孔, 79m

(うち、2.03mは横坑区間削孔によりコアなし）

…．．…………･･･……………･…･･･9回

．……･……･･ ･ ･ ･ ･ ･･…･･ ･･……･…･･･9回

2)ルジオンテスト…

3)孔内水圧変動測定
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(整理・解析業務）

l)打ち合わせ協議……………

2)ボーリング調査解析…………

3)堅孔内調査及び左岸鞍部調杳

①準備作業一………………

②竪坑内調査………”……･

③左岸鞍部調査……………

④岩盤強度の検討・整理……

⑤報告書作成……………

回
拭
拭
拭
威
武
武
威

３
相
や
”
唖
炬
癖
”

(7)業務工期 平成19年10月ll日～平成20年2月28日
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図－1．1 本業務の手順
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2．地形地質概要

2.1広域の地形・地質概要

2.1.1広域の地形概要

広域地形の概要は以下に述べるとおりである（図-2.1.1参照)。

こくぞうやま

(l) ダムサイトの位置する石木川は、虚空蔵山(標高608.5m)北方の山腹(標高

250m付近：川棚町木場郷重付近)に源を発し、西方ないしは南西に流下した

後、川棚川に左支川として合流する。源流から川棚川との合流点までの延

長は約5.5kmであり、その標高差は約200mである。

(2) ダムサイトは川棚川との合流地点から約2km上流に位置しており、ダムサイ

トから約0.5km上流では岩屋川が左支川として合流する。

(3)稜線は、石木川および岩屋川と概ね平行する北東ないしは東西方向に延びて

おり、その標高差は約200mである。また、東方の稜線上（上流側の稜線上）

には、塔状ないしはドーム状をなす虚空蔵山や高見山が位置する。

(4) 石木川および岩屋川沿いには、沖積低地（段丘面）が比較的広く形成されて

おり、耕作地となっている。なお、段丘面の幅はダムサイト付近で急激に

狭くなっている（ダムサイト直下流は、左右岸ともに砕石場となっている)。

(5) ダムサイトおよび貯水池周辺では、比較的明瞭な地形要素として、①鞍部、

②直線状谷、③遷急線、④遷緩線、⑤山腹緩斜（平坦）面および⑥急崖が

認められる。

(6)鞍部は稜線沿いや山腹に認められるが、特定方向の配列は認められない。

(7) 直線状谷は連続性には乏しく、他の地形要素との関連性も認められない。

(8) 遷急線と遷緩線は、山腹斜面上で対をなして分布することが多く、山腹緩斜

面(平坦面)を形成していることが多い。

(9) 山腹緩斜（平坦）面は、上流域、中流域（貯水池周辺）および下流域（ダムサ

イトから下流側）で概ね一定の高さに分布する傾向が強く、上流側から下流側に

向けて徐々にその分布高度を下げている。
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図-2.1．1 ダムサイトおよび貯水池周辺の広域地形縮尺1:25,000
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図-2.1.1 ダムサイトおよび貯水池周辺の地形縮尺l:25,000
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2.2ダムサイトの地形・地質概要

2.2.1ダムサイトの地形概要

ダムサイトの左岸側、河床部および右岸側の地形的特徴は、以下に述べるとおりで

ある（図-2.2.1参照)。

【左岸側】

l) 左岸側は、標高65m付近が鞍部となっていることから、幅約20mの凹地部が

サーチヤージ水位(EL.69.8m)以下となる。また、常時満水位(EL.63.3m)に

対する上下流方向の水平距離は約85mである。

2） 鞍部からさらに左岸側にかけては厚い山体を形成するが、砕石によって現在

では幅100m程度にわたる台地状の地形が形成されている。

3） 左岸側直下流の砕石場（旭砕石）は、EL.-20m程度まで掘削されているが、

現在では河床標高よりやや高いEL､ 33m付近まで埋め戻されている。

【河床部】

l) 河床部のダム軸付近は、左右岸山体が押し迫る狭窄(きょうさ<)部である。

2） ダム軸付近より上流側では、石木川が左岸側山裾を流下しており、右岸側山

裾にかけては幅160m程度にわたって段丘面(標高38m前後)が形成されている。

【右岸側】

l) 右岸側は、EL.145mまで山腹勾配35。～40.の山体を形成している。

2） 直下流には、石木川とほぼ直交する方向に谷が形成されているため、下流側

に対して比較的やせ尾根となる。
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22．2ダムサイトの地質概要

(1)層序と岩相

ダムサイトには、新第三紀虚空蔵山火l1｣岩類のうち、最下部の不動山安111岩が基

盤地質として分布する。また、これら基盤地質を覆う未固結被覆層として、2層の

段丘堆積層(trl, tr2)、崖錐堆積層(dt)、現河床堆積層(rd)および盛上(ba)

が分布する（表-2.2.1，図-2.2.2，図-2.2.3参照)。

ダムサイトに分布する不動山安山岩の層序と岩相は、以ドのとおりである（代表

的な岩相は写真-2.2.1

参照)。なお、地質形成史 表-2.2.1 ダムサイトの地質層序
色溺

及び

記号、
地質

時代
地 質 名 記 事

を図-2.2.4に示す。
▲

第
四
紀
（
完
新
世
）
｜
恥
一

未
固
結
被
田
届

第
四
紀
（
完
新
世
）

更断世

新

盛 土 衆 碑石ズリ．タﾑｻｲﾄ下量の砕石堀に分布

l) ダムサイトに分

布する不動山安山岩

は､①安山岩溶岩(自

破砕状安山岩を含

む)、②火山角礫岩

(Vb)､③軽石火山角

礫岩(Vb-P)、④火l1l

礫凝灰岩(Lti)に区

分され、安山岩溶岩

は更に安山岩I～V

▲

宙 C

rd現河床堆積屠 砂捜を主体とする.現在の逐床にうすく分布e

△

dt
△

土砂、遇■からなる。ダムサイト左右岸の山嵐を■って広く

分布．
塵雌堆積屠

砂俵を主体とする。ダムサイトおよびダムサイト上寅の右岸

替旺に平均■をなして広く分禽．
段丘堆積層Ⅱ tr2

砂纏よりなるが．強皿化の影已で一■くさり盛となっている

左岸例の■卸付近ﾘﾆ分布す毛．
段丘堆積届I trl

O

倉安
角
閃山
石

推岩

蟻 来:'v
新歯－

目安
門

早

詔山

自‘岩
訓
＝

【三V

■石の他､角閃石､長石を含む．

五■が発浬する．上部の一部では、珪化帯が屋惚される
〈撤密安山岩）

<同自破砕状安山岩）

An5

■ 元1凸一凸■

Ab5 廊色を衝びる■酋碑部

鼎の君町に伴う貫入岩。

左岸下流の旭砕石増内における鼎の流田から方向を
棺■している。

“と同嫌､向毛の他､角閃石, 昼石を含む左岸のみでの

分布であり、下溌の函碑石場内では妄角度で蛾伽する。

町
一
“
｜
岬
一

〈 負入岩 ）

（繊密安山岩）

<問自破砕状安山岩）

基
錘
禽
恥
石
幽
■
郡
一
一
》
山
鬼
岩
麺

空
通
山
火
山
岩
類
（
不

第
三
紀
（
鮮
新
世

曲蚕
凸

隼

茜
山

早出
しI

とl

igⅣ

字

地5と屍轍一赤色を帯びる自電碑石

生 B孔■宏山崖と貢褐色を皿▼劃買鄙よ￥なり

火山角建■状各且す。
火山角磯岩 Vb

盤
■官安山岩の多孔貫郡

低密宏山■へは廟移する。

酪石の他.角閃石､是石を官む,灯5と比吸し_角閃石は若

干少ない．長石は室郁ほど多く見られる｡麦■!さやや不明■

目破砕■“大半の岩片がg孔■である．

赤色を帯びない出合がある

(間色轍密安山岩多孔質部）

（灰色織密安山岩）

（間自破砕状安山岩）

蝿
》
坤
一
“

に5区分される。

2） 安山岩Iと安山

岩Ⅱは、その岩相か

ら角礫状安山岩(-b) 、

徴密安山岩(-c) 、多

孔質安山岩(-v)に区

分され、他の安山岩

に比べて暗色である。

3） 安山岩Iと安山

動
＄

中山

岩片岡が蛭石其の邑頁で充填される紀灰岩．

■片には刀ﾗｽ頁､多乳買のほか､自竃砕忠岩も含きれる．
…軽石火山角礫岩

岩

赤褐色を■する自破砕都≦

河床の一己のポｰﾘﾝゲで砿錘されも、

ガラス貢■密安山些の多孔貫郡．

、宙安山岩へは漸移する，

時灰一灰色昏丑すガラス頁の沼泪．

肉■では長石が■巴される．

破砕し角■杖を因す溶澄で、翻れ日に沿って．

黄褐~潰泪色の基貫が克壇される｡ B乳質の■片 ま底貝L

－俸等渥石が敵降されも．

（周自破砕状安山岩〉

(ガラス質多孔質安山岩）

〈ガラス貫轍密安山岩）

(ガラス質角礁状安山岩）

他2
代

複
師
石
安
山
岩
Ⅱ
｜

安
山
岩
）

新
世
後
期
）

複
輝
石
安
山
岩
Ⅱ

蕊
で
一
七

２

２

畑
圭
肋類

｜

’
ガラス貢、自融砕状溶迫など禰々な岩片を含む基灰岩
吾卜■l士4k山睡■火山礫凝灰岩

(ガラス質多孔質安山岩）

（ガラス質織密安山岩）

(ガラス質角磯状安山岩）

' 一

ガラス質色■安山岩の多孔貢鄙

酋密安山宏へは汚移する
複
輝
石
安
山
岩
Ｉ

複
輝
石
安
山
岩
Ｉ

型
､.H‐

碕灰～灰色を■すガラス■の湯四．

砿碑し角纏伏を且す溶岩で．副れ目に沿って．

律灰～淡門色の基貫が売斌される。多孔質の岩片は宜頁L
－辱導垂石が確配されるロ

唇
》
恥
〃

※地質時代、地質名は1／5万早岐図幅より引用
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岩Ⅱの間には、安山岩Ⅱの初期活動による徹密に固結した火山礫凝灰岩(Lti)

が分布する。

4） 安山岩Ⅱと安山岩Ⅲの間には黄色を呈する軽石火山角礫岩(Vb-p)が分布す

る。直径数Cm大～数IOcm大にまで及ぶ角礫周辺は、軽石を含む火山灰が密に

充填しており、全体に固結している。

5） 安山岩Ⅲは、徹密安山岩(-c)と多孔質安山岩(-v)に区分される。徹密安山岩

(-c)では、僅かに角閃石を含む特徴を有しており、流理が発達する箇所が認め

られる※1．

6) 安山岩Ⅲの上位には、火山角礫岩(Vb)が分布している。軽石火山角礫岩

(Vb-p)よりは黄色味が弱いが、含有礫の大きさや全体の固結度合いは類似し

ている。

7） 安山岩Ⅳは、左岸側直下流で噴出した溶岩流であり、徹密部のみからなる。

角閃石を含む。左岸側直下流の旭砕石場内でほぼ垂直の流理を確認している。

8） 安山岩Vは、流理が明瞭に発達する溶岩流であり、角閃石を含む。

9） 安山岩Ⅳと安山岩Vの間に位置づけている貫入岩(Dy)は、左岸側鞍部のボ

ーリングコアで確認されている（コアで貫入面を確認）が、その境界部は密着

しており、強度的ないしは透水性上の弱部は伴っていない。
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(2)地質分布

基盤地質および未固結層の分布は、以下のとおりである。

【右岸側】（6グリッド付近～右岸側一帯）

l)基盤地質は、山裾から常時満水位(EL.63．3m)付近に分布する急崖付近ま

でが安山岩Ⅲ(An3-v，An3-c)であり、急崖から上部が安山岩V(An5、Ab5)

である。

2）地下深部には､軽石火山角礫岩(Vb-p)及び安山岩Ⅱ(An2-c,An2-b,An2-v)

が分布するが、それぞれ地下深部で平行に堆積している。

3）急崖下部の山裾部は厚さ2～3mの崖錐堆積層(dt)に覆われている。

【河床部】（6～llグ'jツド付近）

l)河床部の基盤地質は、火山角礫岩(Vb)及び安山岩Ⅲ(An3-c、An3-v,Ab3)

が主体をなし､安山岩Ⅲの浸食部(谷地形)を火山角礫岩(Vb)が埋積した分

布となっている。

2）河床部の地下深部には、軽石火山角礫岩(Vb-p)及び安山岩Ⅱ (An2-c，

An2-b、An2-v)が分布する。特に安山岩Ⅱについては、8グリッド付近か

ら左岸側に向けて急斜面をなす。

3） 現河道の左右岸両脇には、層厚約6mの段丘堆積層(tr2)が分布する。

また、現河道には現河床堆積層(rd)が層厚約2.5mで分布する。

【左岸側旦(l1～16グリッド付近）

l) 山裾～中腹部では、安山岩Ⅳ(An4)が主体をなし、高標高部には安山

岩V(An5)が薄く分布する。両者の境界部には、部分的に自破砕部(Ab4･

Ab5)が分布する。安山岩Ⅳは13-14グリッド付近で約40mの層厚となっ

ている。

2） 河床レベルよりも深部には安山岩Ⅲ(An3-v，An3-c)が分布し、その下

位に安山岩Ⅱ角礫状部(An2-b)および火山礫凝灰岩(Ltf)が分布する。

3） 左岸側山腹の表層には盛土(ba)が分布しており、 ll-12グリッド間

で最大層厚は約8mである。
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【左岸鞍部】(16グリッド付近～左岸側一帯）

l) 基盤地質としては、火山角礫岩(Vb)が表層の広範囲を覆っている。

その厚さはD'グリッド沿い断面で概ね30～40mであるが、 22グリッド～

23グリッド間で下位のAn3-vが尾根を形成するため、その厚さが5m程度

と薄くなる。VbとAn3-vとの境界には、一部でAn3自破砕部(Ab3)の分

布を確認している。

2） 左岸側鞍部のダム軸より下流側では、盛土(ba)や崖錐堆積層(dt)

が厚さ3～5m程度で分布する。また、一部ではあるが段丘堆積層(trl)

も確認される。段丘堆積層(trl)は、河床部の段丘堆積層(tr2)とは異

なり、混入礫の風化が進んでおり、周辺を充填する基質部も粘士質である。
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図-2.2.2①ダムサイトの地質平面図(被覆層表示）
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図-2.2.2②ダムサイトの地質平面図(基盤岩表示）
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対比される標準的なコア写真
既往検討時の

地質層序

見直し後の

地質層序
記事 鏡下観察での特徴
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3． 調査項目と調査数量

本業務で実施した地質調査とその数量は、一覧として表－3．1に示すとおりである。

表－3．1調査数量一覧

3-l

項目 孔番 孔径(mm) 掘進方向
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掘肖l1区分(m)

砂質土
礫混じり
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4． 調査方法

4.1ボーリング調査

ボーリング調査(C-54孔）は、ダム軸沿い左岸側高標高部における地質分布、岩盤性

状、透水性（特に安山岩4(An4)下部境界付近に推定された高透水箇所の有無確認）を

把握するため、図-4.1.1に示す位置において実施した。ボー'jング調査箇所の公共座標

は表-4.1.1に示すとおりである。C-54-1孔においては、横坑で確認されているAn4お

よびAb4をボーリングコアで確認するために補間した。

表-4.1.1 C-54孔調査位置の公共座標（世界測地系）

※C-54-1孔の地盤高は、現地においてC-54孔の地盤高との差を計測して算出した。

4-1

孔番 X座標 Y座標 地盤高(EL.m)

C-54 9389．728 36138.111 69.651

C-54-1 9389．390 36169.257 69．645



図-4.1.1 ボーリング調査位置図
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ボーリング掘削にはロータリー式ボーリングマシンを用いた(図-4.1.2参照)。

州ｴー
昇降装潰 三脚′、イアベ'〈

星雲罰i雪篶簔fーー－令一一

油lf装i召

(a)基本要素の内｡置

ス
昇降装置

（ドラムにロ ﾌ、を巻く

(b)ボーリング装置の全体図

図-4.1.2ボーリングマシンの概要

※「新版ボーリングボケットブック,第1版,第5刷,1997,2.」より引用

ボーリング掘削はいずれも孔径66mmのオールコアボー'jングとし、掘削には設計

深度を十分に達成できる機械を使用した。また、表土・盛土は無水掘り、岩盤は清水

堀りで掘削を行った。採取されたコアは、 5m収容のプラスチックコア箱に収めた。

また、ボーリング掘削終了時には、監督職員立会いのもとでボーリングロッド引き

抜き法による検尺を実施した。

(1)孔内水位測定

孔内水位は掘進中毎日測定し、次の日の作業前の孔内水位を前日終了深度の孔内水

位とした。

(2)掘進終了

掘削終了基準は予定深度に達した時点で、監督職員と協議の上決定した。また、掘

肖'l終了後は各孔とも地下水観測などの必要性がなかったため閉塞した。

(3)現地調杳及び柱状図の作成

ボーリングコア観察は、コア表面のマッドケーキを入念に洗い落とした上でコア写
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真撮影を行った後に実施した。

コア観察結果は「国土建設情報総合センター：ボーリング柱状図作成要領(案)，解

説書，昭和61年ll月．」に準拠した縮尺l : 100の柱状図様式に記載した。また、地

質区分や岩級評価については「18石木ダム第18号石木ダム地質解析業務委託，平

成19年3月．」で整理されている基準に準拠した(表-4.1.2参照)。
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表-4.1.2岩級区分基準(案）

細区分基準案（調査横坑）細区分基準案（ボーリングコア） 細区分組み合わせ

礫質岩（角礫状安山岩、自破砕状溶岩
塊状岩（安山岩溶岩）

火山角礫岩，火山礫凝灰岩）

塊 状 岩
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礎 質
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岩
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(4) 透水試験

透水試験では、ルジオンテストを行った。また、ルジオンテスト対象区間が有する

水頭を測定することを目的とした孔内水圧変動測定も合わせて行った。

l)ルジオンテスト

ルジオンテストは「国土技術研究センター：ルジオンテスト技術指針・同解説，

平成18年7月」に基づき実施した。また、本業務で実施したルジオンテストは層流

条件下での透水性を把握するため、低圧段階の昇圧ステップを細かく刻んだ低圧ル

ジオンテストとした。なお、低圧域の各昇圧は、0～0.2MPa間は0.02MPa刻み、0.2

~0.4MPa間は0.05MPa刻みの各10分間計測とした（図-4.1.3参照)。
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図-4.1.3 低圧ルジオンテストの昇圧パターン(1kgf7cm2=0.lMPaで換算）

2)孔内水圧変動測定

孔内水圧変動測定は、掘進5m間隔で実施することを原則とした。孔内水圧変動

測定は、ルジオンテスト開始前の2時間を原則としたが、水圧値が不安定な場合は

安定するまで続行した（図-4.1.4参照)。記録間隔は以下に示す間隔とした。

・ 初期圧力（パッカー装着前後）の水圧値

･ l分目までは10秒間隔の水圧値

･ 10分目までは1分間隔の水圧値

･ 10分日以降は10分間隔の水圧値
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I筒など）

被圧帯水

(a)宙水構造（被圧帯水層）のパッカー装着前の孔内水位の状況(a)宙水構造（不圧帯水層）のパッカー装着前の孔内水位の状況

など）

被圧帯水

(b)不透水層にパッカーを設置した場合の孔内水位の状況(b）不透水府にパッカーを設匝し、安定水位に達した時の孔内水位の状況

圧
力
セ
ン
サ
一
値

水
圧
値

時間(2時間～24時間）
(c)計測中のセンサー値の変動

時間(2時間～24時間）
(c)水圧値の変動

(b)被圧帯水層の場合(a)不圧帯水層の場合

図-4.1.4孔内水圧変動測定の概要
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4.2竪坑内調査

河床部の竪坑(SF-l)は、計画ダム軸の下流約10mに地点において掘削されており、

堅坑内から横坑調査(TL4-l坑・TL4-2坑・T-4-3坑）が行われている（図-4.2.1および

図-4.2.2参照)。

本業務では、横坑内の地質分布と岩級の再確認を行った他、横坑内で実施されている

ブロックせん断試験箇所についても地質および岩級の再確認を行った。また、地質分布

や岩級区分の再確認結果は、スケッチとして取りまとめた。

なお、 SF-1坑のポンプアップならびに仮設階段設置は、別途業務で行っている。
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図-4.2.1河床部竪坑(SF-1)位置
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4.3左岸鞍部トレンチ調査

4.3.1 卜レンチスケツチ

CLL級岩盤の確認ならびにコンクリート付着試験の実施を目的としたトレンチ掘

削は図-4.3.1に示す計画ダム軸下流側において、別途業務で実施されている。

本業務では、トレンチ箇所の測量を実施し、縮尺l:100のスケッチを行うことで地

質分布および岩級区分の詳細を明らかにした。
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図-4.3.1 左岸鞍部トレンチ調査位置図
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4．32コンクリート付着試験

コンクリート付着試験は、トレンチ踏前（底盤）を対象に打設した長さ30cm×幅30cm><

高さ75cmの直方体コンクリートをチエーンブロツクによる段階的な荷重で引き上げる

ことにより、打設面の岩盤付着状況を確認した。

試験位置の選定から試験実施までの作業手lll自は、図-4.3.2および図-4.3.3に示すと

おりであり、試験は図-4.3.4に示す6カ所で実施した。なお、コンクリート供試体の仕

様は、図-4.3.5に示したので参照されたい。
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付着強度試験試験体形状図 S=1/10

試験体形状図 試験体配筋図

3㈹

60 ‘ 180 ‘ 60

§リ013

豆汽

・
や

ｌ
‐
１
－
１
‐
Ｉ

呂
一

＠
つ
画

’
’
’
１
，

’
’
’
１
‐ 9

g_DDI3

§ﾘ、13

U)D3

鉄筋数量表

⑨

〈
淫
Ｊ

ｍ

４

ｍ
ｍ

５
７

７

２

６

０

０
Ｏ

ｍ
Ｌ

Ｏ

ｍ
Ｏ

ｌ
一
９
’
一

０
．
０

５
１
０
３

７
照
一
一
０

川
諦
川
川

測
上
乃
加

く
０
０
０

×
ｔ
×
×

０
４
０
０

０
０
０
０

３
０
３
３

Ｌ
ロ
ー
‐
ノ
ク
●
の
句
・

り
餉
削
却
却

肺
Ｖ
ｗ
Ａ
Ｖ

●
●
●
●
●
■
●
旬

淋
卜
筋
枠

Ｉ
一
ル

量
り
タ

数
ク
ル

体
ン
モ

験
．
鉄
型
敷

式
二
二
回

図-4.3.5 コンクリート供試体の仕様

4-15

種別 径 長さ

(InIn）

本数 単位質量

(k9，/1m）

1本あたり

質量

(kg/本）

質量

(kg)

Sl Dl3 987 4 0．995 0．98 3．9

合計 4



試験の実施はコンクリート打設の10日後とし、図-4.3.6に示す荷重パターンを目安

とした引き上げを行った。
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図-4.3.6 コンクリート付着試験の荷重パターン

引き上げ荷重の計測や、供試体頭部の4隅に設置した変位計測には、自記録装置を用

いた

コンクリート打設箇所は6カ所であり、このうち5カ所の打設面(ST-2～ST-6)がCLL

級に評価され、1カ所の打設面(STLl)がD級に評価される。

コンクリート付着試験の状況は、写真-4.3.1に示したので参照されたい。
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4.3.3原位置簡易試験

原位置簡易試験は、トレンチ側面のD級岩盤とCLL級岩盤の8カ所を対象に針員

入試験およびビック貫入試験をｲ｣皇った（写真-4.3.2および図-4.3.7参照)。
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(b) ビック貫入試験器

写真-4.3.2針及びビック貫入試験器

針及びビック貫入試験は、高さ20cm×幅50cmの試験対象面を平滑に整形し、2.5cm

X2.5cmの領域内で両試験を各1回実施した。また、試験値は、各貫入荷重(N)を貫

入量(mm)で除した貫入勾配(N/mm)として評価した（針貫入勾配はNP(N/mm),

ビック貫入勾配はPP(N/mm))｡
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4.3.4大孔径ボーリング

大孔径ボーリング(TB-l孔）は、左岸鞍部トレンチ底盤より下部に分布するCLL

級岩盤をより地山状況に近い状態で確認し、後述するトリプルサンプラーによる乱さ

ない試料の採取位置を検討するために行った。

調査位置は図-4.3.8に示すとおりであり、採取コアの直径は86mm、掘進長は4m

である。
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図-4.3.8大孔径ボーリング(TB-1孔）調査位置
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4.3.5室内岩石試験

室内岩石試験は、左岸鞍部トレンチ内のD級岩盤とCLL級岩盤を対象に実施した

ブロックサンプリングおよびトルプルサンプラーによる乱さない試料を用い、物理性

状や一軸圧縮強さを把握することを目的とした室内岩石試験（密度試験含水比試験、

一軸圧縮試験および三軸圧縮試験(UU))を行った。

乱さない試料の採取は、針及びビック貫入試験を実施した箇所を拡幅し、ブロック

サンプリングにより採取した。また､追加岩石試験として、トレンチ底盤から深度3.5m

までの範囲と針・ビック貫入試験箇所のPTL3地点を対象にトリプルコアサンプラーに

よる試料採取を行った。

ブロックサンプリングとトリプルサンプラーの概要は図-4.3.9および図－43．10に

示すとおりであり、室内岩石試験については、表-4.3.1に示す基準に準拠した。
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試験の項目
準拠基準

基準名 基準番号

密度試験
ノギス法

パラフィン法
JISA-1225:2000
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三軸圧縮試験
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5． 調査結果

5.1ボーリング調査

ダムサイト左岸側で実施したC-54およびC-54-1は､左岸アバツト部に推定されたAn4

の分布ならびにAn4下面付近に推定された高透水部の有無を確認する目的で実施した。

ボーリング調査結果に基づく地質分布、岩盤状況および透水性は以下のとおりである‘

なお、ボーリングコア写真および柱状図は巻末資料として添付したので参照されたい。

【地質分布】

(1) An4は、T-3横坑で確認されており、C-54孔では深度40～45m付近まで分布する

ことを推定していた。しかし、C-54孔では深度13.3m付近にAn4下面境界と推定さ

れる自破砕部が確認され、これより深部では安山岩3徹密部(An3-c)が分布する。

(2) An3-cでは、左岸側方向に高角度で傾斜する流理が認められる（図-5.1.1参照)。

(3)既往検討でAn4下面と推定していたC-40孔の深度34.1mの白色部は、ボアホー

ルテレビ観察の結果、左岸側に60。～65。で傾斜する節理（二次的に生成された白

色鉱物が充填）であることが判明した（写真-5.1.1参照)。

(4)以上より、計画ダム軸(D-D')においては、An4は左岸アバット高標高部の狭い

範囲での分布と推定される。
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【岩盤状況】

(1)岩盤状況は、当初推定どおり、浅部からCM級以上の岩盤が分布する（図-5.1.2

参照)。

【透水性】

(1)C-54孔では浅部から連続して2Lu未満が確認され、左岸側アバット部は浅部か

ら5Lu未満ゾーンであることが推定される（図-5.1.3参照)。

(2)但し、深度40～45m区間は55ルジオンが得られており、この区間には水平節

理が1カ所に分布する（写真-5.1.2参照)。

(3)当初、C-40孔においてAn4下面付近における高透水部と推定した箇所（深度30

~35m)は、An3-c中にスポット的に分布すると推定される高角度節理に起因す

ると高ルジオン区間と推定される。
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5.2竪坑内調査

竪坑内調査の結果は以下のとおりである（図-5.2.1,図-5.2.2および写真-5.2.1参

照)。

(1)調査横坑T-4-1坑および1E4-2坑では、安山岩3徴密部(An3-c)、安山岩3自破砕

部(Ab3)、軽石火山角礫岩(Vb-p)の分布が確認された。

(2) T-4-l坑切羽付近からド流方向に延びるTE4-2坑では、安山岩3徹密部(An3-c)中

に低角度の板状節理が発達するゾーンが認められる。

(3) T-4-3坑では、安山岩3自破砕部(Ab3)、軽石火山角礫岩(Vb-p)、安山岩2角礫

状部(An2-b)の分布が確認された。

(4) T-4-3では、安山岩3自破砕部(Ab3) と軽石火山角礫岩(Vb-p)が左岸側方向に

高角度で傾斜している。

（5）安山岩3自破砕部(Ab3)は、CLH級岩盤を主体とし、一部に軟質なCLL級岩盤

を伴う。

（6）軽石火山角礫岩(Vb-p)は、全体に良く締まった性状を有しており、CM級岩盤

を主体とし、一部にCLH級岩盤を伴う。

（7）安山岩3徹密部(An3-c)および安山岩2角礫状部(An2-b)はCM級岩盤である。

ブロックせん断試験箇所の見直し結果は、表-5.2.1に一覧として示したとおりであり、

見直し前後の岩級は以下のように対応する。

TL4-1 : (見直し前) CL～CM級→ （見直し後) CLH級

T-4-2: (見直し前)CL～CM級→ （見直し後) CLH級

T-4-3:(見直し前)CM級 → （見直し後)CM級(67%)|･CLH級(33%)

T-4-4:(見直し前)CM~CL級→ （見直し後)凧調

T-4-5:(見直し前)D級※ → （見直し後)CH級(58%)|･[M級(42%)|

※T-4-5ブロックの当初評価は、試験ブロックが弛んでいたことを踏まえてD級と評価してい

る。本業務では、試験後の試験面のみの評価であるため、弛みは考慮せず岩級評価を行っ

ている。但し、せん断強度評価では最終的に試験ブロヅクが弛んでいたと評価し、棄却対

象としている。
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表-5.2.1 TL4-1ブロック～FIL4-5ブロックの観察結果

口
地質区分 細区分

せん断試験後の岩盤面（写真）

（試験実施時の写真）

せん断試験後の岩盤面（スケッチと岩級区分）

（試験実施時のスケッチを利用）

岩級

区分

既往試験結果

（試験値）

岩盤状況からみた

試験結果の評価（今回）
ブロック名 硬軟
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割れ目

間隔

割れ目
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。－

試験面の約6()％がCH級で、約40%が
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↓ ‐

試験時の評価は、Vb-p中の軽石部が弛
んでおり、ブロック下部からの湧水が認

められたため、棄却対象としている。
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5.3左岸鞍部トレンチ調査

531 卜レンチスケツチ

(1)地質分布

左岸鞍部におけるトレンチ内には、基盤地質として火山角礫岩(Vb)が分布し、そ

の上位には未固結被覆層として表土(dt)、盛土(bal｡ ba2)が分布する（表-5.3.1

および図-5.3.1参照)。

表-5.3.1 左岸鞍部トレンチにおける地質層序

地質

記号
地質名称 岩相・層相 状 況地質時代

B2 礫混じり粘性土盛土2 今回の掘肖l｣により生じた土砂の盛り立てである。

未
固
結
被
覆
層

第
四

完
新
世

既往調査の立坑掘削およびグラウチングテスト
時に生じた土砂の盛り立てで、モルタルやコン

クリート片を混入する。

礫混じり粘性土盛土1 BI

紀

旧表土である。上位のB1､B2の盛り立て時に乱

されている。
礫混じり粘性土表土 dt新

牛

代

不
動
山
安
山
岩

新
第
三
紀

鮮
新
世
～

中
新
世
後
期

基
盤
地
質

粘性土状に風化した強風化部(D岩級）と岩組

織を残した中風化部(CLL岩級）および風化残
留礫部(CLH岩級）よりなる．

虚空蔵山
火山岩類

火山角礫岩Vb

基盤地質の火山角礫岩(Vb)に混入する礫は、直径数CIn～数m大まで認められる

が、直径数10cm大～数m大の礫が集積しており、基質部に占める割合は少ない（写

真一5.3.1および写真-5.3.2参照)。
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写真-5.3.1 トレンチ内全景

罷

鯵鯵

Ｌ
錐
サ

鱈辨

墹

鍛篭

礫の含有率が高く、基質の占める割合が少ない。

写真-5.3.2火山角礫岩の状況
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礫混じり粘性土盛土2 今回の掘削により生じた土砂の盛り立てである。B2

禾
固 第 完

既往調査の立坑掘削およびゲﾗｳﾁﾝグﾃスト
時に生じた土砂の盛り立てで、モルタルやコン
クリート片を混入する。
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不
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岩

粘性土状に風化した強風化部(D
織をﾀ菱した二F風化部(uL岩級)
留礫部（CLH岩級）よりなる。

岩組) と岩組
および風化残

噌奉武山
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山角礫岩Vb 火
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図-5.3.1 トレンチ内スケッチ（地質区分着色）
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(2)岩盤性状

トレンチ内の岩盤状況（岩級区分）は図-5.3.2に示すとおりであり、トレンチ側

面の大半には赤褐色粘性土よりなるD級岩盤が分布する。また、トレンチ側面の下

部ならびに踏前（底盤）には黄褐色（一部赤褐色）のCLL級岩盤の上部が露出して

いる（写真-5.3.3および写真-5.3.4参照)。

CLL級岩盤のうち、規模の大きい含有礫の内部には、風化の影響が小さい岩塊部

が残留しており、局所的にはCLH級相当に評価される。

麹侭甚
■

蕊 鴬
函
謬

甥

溌
蕊懇醗，
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級岩盤より明らかに硬い。

トレンチ内の岩盤状況

，

写真-5.3.3
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5.3.2コンクリート付着試験

コンクリート打設箇所は6カ所であり、このうち5カ所の打設面(ST-2～STL6)がCLL

級に評価され、1カ所の打設面(STLl)がD級に評価される。

試験結果は、図-5.3.3(1)～図-5.3.3(6)に示すとおりであり、 CLL級岩盤に評価さ

れるSTL2～ST-6の5ブロックでは自重分以上の荷重において地盤内で破断が発生し、

コンクリート面には岩盤の付着が認められた。一方、D級岩盤に評価されるST-1ブロ

ックでは、コンクリートブロック自重分以上の荷重を与えることはできず、D級岩盤

の付着は殆ど認められなかった（写真-5.3.5参照)。
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’試験位置 スケッチ・写真
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試験位置 スケッチ・写真
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試験位置 スケッチ・写真
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図-5.3.3(5)
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スケッチ・写真試験位置
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5.3.3原位置簡易試験

針及びビック貫入試験の結果は図-5.3.4(1)～図-5.3.4(8)および表-5.3.2に示すと

おりであり、赤褐色ないしは暗灰色の粘性士部では低強度を示し、風化残留礫部では

比較的高強度を示す傾向が認められる。

なお､表-5.3.2に示した試験面PT-1と試験面PT-3は､D級岩盤ゾーン直近でのCLL

級岩盤であり、試験面範囲内ではD級相当の赤褐色粘土の分布が主体をなしているた

め、試験結果はD級評価としている。

表-5.3.2各試験面の針およびビック貫入勾配

ビック貫入勾配NP針貫入勾配NPトレンチス

ケッチによ

る岩級区

分ゾーン

試験面の

岩級評価
最高値

(N/mm)

平均値

(N/mm)

最低値

(N/mm)

最高値

(N/mm)

平均値

(N/mm)

最低値

(N/mm)

試験箇所

繩
狸
一
蠅
一
狸
一
皿
一
加
一
幅
一
ｍ

妬

一

辺

“

顕
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一
叫
一
皿
一
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叫
一
叫
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Ｄ
ｌ
Ｄ

Ｄ

｜

｜

山

Ｄ

｜

叫

一

一

叫

一

叫

一

Ｄ

Ｄ

叩

一

ｍ

一

皿

一

噸

一

匹

匹

一

ｍ

一

叩

１
２
３
４
５
６
７
８

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

針およびピヅク貫入試験実施箇所では、ブロックサンプリングを行い、一軸圧縮強さ

を把握する目的の三軸圧縮試験(UU)を行っている（岩石試験結果の詳細は後述する)。

針およびビック貫入試験箇所(PT-l～PT-8)のNPならびにPP平均値と一軸圧縮強さ

平均値との関係は、図-5.3.gのように示され、以下のような相関式が得られる。但し、

NPおよびPPともに一軸圧縮強さと相関においてばらつきが大きい結果となっている。

qu=33.714NP+111.81 (R2=0.2557)

qu=23.977PP+88.625 (R2=0.4042)
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NPとquの関係 即とquの関係
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図-5.3.5針貫入勾配NPおよびビック貫入勾配PPと一軸圧縮強さquの関係

針貫入勾配NPは、「土木学会岩盤力学委員会編集：軟岩の調査・試験の指針（案）-

1991年版-,第1版・第4刷, 1992.12」で解説されており、鍋立山トンネル（新潟県）

の泥質岩に対する多数の試験結果に基づく一軸圧縮強さとの対応を以下のように示して

いる。

log(qu)=l.602*lOg(NP)+2.017 (7=091)

上記換算式で今回の試験面の換算一軸圧縮強さを求めると、表-5.3.3に示す結果が得

られる。

表-5.3.3 針貫入試験結果に基づく換算一軸圧縮強さ

平均値’最高値(試験面全体）最低値
一軒實天珂配 針貫入勾配

NP

(N/mm)

NP二A/10

一軒實天珂配トレンチス

ケッチによ

る岩級区

分ゾーン ｊ
０

ｎ
ｄ
ｌ

Ｐ
呵
即

Ｎ
／
｜
ｌ

Ｎ
Ｐ

く
Ｎ

NP

(N/mm)

NP=A／10

試験面の
岩級評価

換算一軸圧縮強さqux 換算一軸圧縮強さqu"換算一軸圧縮強さqujK試験箇所

句

(kN/mz) 平均
句

(kN/m4) 平均(kN/m2) 平均

D級平均D級平均D級平均 0．94 234.71．511 ．330CLL ，PT－1

1 ．53 512．93.990.85．50PT－2 CLL CLL

璽騨 鷺鐙謬 132．51 .166.3 0．84 198.12．396．140PT－3 CLL ，

1 .29 389.83.425.7585．70.5PT－4 Cl~L CLL

CLL級平均CLL級平均CLL級平均 339，51．183．425．750.5 85．7CLLPT－5 CLL

287．91．071 ．128．52.5CLL 0.5 85．7CLLPT－6

382．52.992.785.7 84．8050497.81 .5ロ口 口日ﾛ｢－7

12．40．15260.0’0， ，pT－8

※｢土木学会岩盤力学委員会編集:軟岩の調査･試験の指針(案)-1991年版一『第1版･第4刷1992.12｣による鍋立山トンネルの泥質岩にお|ナる針貫入勾配一一軸圧縮強さ関係に基
づくlog(qu)＝1.602*log(NP)･2017より算出。

5-26



針貫入勾配NPとビック員人勾配との関係にはD級岩盤とCLL級岩盤で以下のような

関係が認められる（図-5.3.6参照)。

D級岩盤 : PP=0973NP+09616 (R2=08977)

CLL級岩盤 : PP=1.3331NP+1.0969 (R2=0.439)

また、針貫入勾配NPとビック員人勾配PPは実測値の幅が広いものの、平均値では，

級岩盤とCLL級岩盤で比較的明瞭な強度差が認められ、NPでは概ね0.7N/mm以上が

CLL級岩盤で、PPでは概ね1.7N/mm以上がCLL級岩盤となる傾向を示す
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試験面写真 試験箇所位置図
ﾄ1 1 4
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図-5.3.4(2) 針およびビック貫入試験結果(PTEZ)
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試験面写真 試験箇所付置図
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図-5.3.4(3) 針およびビック貫入試験結果(PTL3)
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試験面写真 試験箇所付置図
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図-5.3.4(4) 針およびビック貫入試験結果(PIL4)

5－31

PT－4

蓬鎚憎)苫

,F、

､5’0．5

1‘0

2.0

1.5

2.0

1.5

1.5

1.0

1 .09

｜葛凹

0.510,【

1.5

1.0

0

1‘0

0．5

2.5

1．0

1.5

1.5

5

0‘5

1.0

0

5

0

0

1.0

1.0

鵲
1．0

2.0

1.0

1-0

05

1.17

1．0

1.0

1.0

1.0

0．5

1.0

1.5

2．5

1.0

1.5

1．0

1.0

0．5

1.0

.0

2.5

1.0

2．0

1.0

1.5

0.5

,5 1Z。

,5105
0．5

1 .08

．

5

口
３

､0

1.5

1.0

1－0

1．5

1．0

1.0

1.0

1 0

1-0

1.5

1.0

1.0

1月
1 qV

1.5

1.5

1 .0

1.0

1‘0

1.5

1．5

1．0

1．0

1.0

1．0

1‘0

1．0

3．0

1.42

1．5

1.0

1.5

1．0

1.0

1.0

2．5

1.0

1.0

可侯

1．0

、

。

．

３

3

0

1．0

2．0

1．0

1．0

4．5

0

0

1.5

1.0

1.0

1.5

1．0

3‘0

3．5

1．67

圃園
,51,。
1.5

1.0

圃偲
,．｜毎

0

5

1.0

1.5

45 12

1．5

1.0

1.5

1．0

2．5

3．5

I
I

I
［

I
［

1

、

1

1

■

1

〃
４

1

ｆ
ｄ

I

1．29

1.38

0≦NP<1

1≦NP<2

2≦NP<3

3≦NP<4

5≦NP<6

4≦Np<5

ごL＝
’一

卜
ｆ
ｒ
ｌ
、
ア
ー ■一凸一▲

1 〆

4"型

、

〃

-ヤ
ーーーー

〆

"ノ
/

蕊

0≦PP<1

1≦PP<2

2≦PP<3

3≦PP<4

4≦PP<5

5≦PP<6

6≦PP<7

7≦PP<8

8≦PP<9

9≦PP<10

10≦PP

〔

3．0

1.5

3.5

4．0

3．0

3．0

2．30

J

5I2oC

3．0

1.0

1.5

2.0

1.0

2.0

3.5

..0

4．0

5

３

5

、

0

2．0

1．0

1．0

、目
upV

3．0

1．0

2．0

1.5

2．0

2.0

5.5

40135
4.0

1.5

1.5

2.5

2．98

1.0

3.0

F

4.0

4.0

2.5

4.0

2.5

2.2.5

2.

4．0

3．0

3．0

3．5

3.0

2.5

1.5

2.0

3.0

1度
ﾛ.』

1.5

句月
旦.凹

1．5

1.5

3.5

3.0

1.0

1 .0

2．97

3．5

1．5

1.5

3．0

4‘0

3．0

2.0

3．5

2.5

2.0

2.5
ひ

2.0

4.5

4.0

4.0

40

.0

2.5

D E

3.0

3.5

4.5

3.0

3．0

2．5

20

2

4．0

3．0

3．5

3－5

3．0

3．13

3.0

５

3.0

2．0
葎
ぞ

2．5

1 .5

1 .5

3.5

2.5

3.0

4.5

5.0

2,0

1.0

q円
U■￥

60

2.［

6．0

3．0

2．0

2.5

1，5

7.〔

5．0

2,5

2.0

3.0

2.5

1.0

8-U

85

3．25

35 115
3.0

2.0

1.0

3.0

,0 1,0
4－b

3514。

夕

3．0

4．0

3．5

1．5

2､0

3.5

4.0

3.0

句月
凹◇V

函

25

5．0

蕊

2.5

1

ｒ
４
日

1

I
苧

、可向

と.ノJ

n斗局

』.’竺



試験面写真 試験箇所付置図
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図-5.3.4(7) 針およびビック貫入試験結果(PIL7)
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5.3.4大孔径ボーリング

左岸鞍部トレンチ内から実施した大孔径ボーリングTB-l孔では、トレンチ底盤か

ら深度2.8mまでCLL級岩盤が分布し、深度2.8m以深でCLH級岩盤が分布すること

が把握された（写真 5.3.6参照)。

TB-1孔の調査結果に基づくトレンチ付近の岩級区分図は図-5.3.7に示すとおりで

ある。
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5.3.5室内岩石試験

室内岩石試験用の乱さない試料の採取箇所は、図-5.3.8に示すとおりである。

試験結果は表-5.3.4に一覧として示すとおりであり、湿潤密度一含水比関係、湿潤

密度一吸水率関係､湿潤密度一一軸圧縮強さ関係を図-5.3.9に示した。また、図-5.3.9

の湿潤密度一一軸圧縮強さ関係においては、供試体整形段階において供試体の一部が

欠落したものや変形したもののデータは棄却している（写真-5.3.7～写真-5.3.9参照，

湿潤密度一一軸圧縮強さ関係グラフにおける供試体番号は図-5.3.10参照)。

岩石試験結果からは以下の傾向が把握できる。

(1)湿潤密度一含水比の関係では、密度が大きくなるほど含水比が小さくなる傾向

が明瞭に認められる。

（2）このうち、D級岩盤は湿潤密度l.3～1.7g/cm3、含水比50～80%付近の狭い範囲

に集中的に分布する傾向が強い。また、CLL級岩盤はD級岩盤の分布域と重複し

ながら高密度・低含水比の領域にまで分布域を広げる。

（3）湿潤密度一吸水率関係では、上述した湿潤密度一含水比関係と同様な傾向を示

すが、試験値がより直線的にプロットされる。

（4）湿潤密度一一軸圧縮強さ関係では､D級岩盤とCLL級岩盤のデータ分布域に明

瞭な違いが認められ、同じ湿潤密度においてもCLL級岩盤の強度がD級岩盤よ

りも大きい傾向が認められる。

（5）一軸圧縮試験結果による湿潤密度一一軸圧縮強さ関係では、湿潤密度ptiが概

ね1.4g/cm3以下の領域においてD級岩盤とCLL級岩盤の一軸圧縮強さquが重複

する。しかし、 pti=l.4g/cm3付近から高密度になるほどD級岩盤とCLL級岩盤

のquの開きが大きくなる傾向を示す。

（6）供試体周辺を拘束して圧縮した三軸UU試験では、上記一軸圧縮試験で認めら

れたような低強度データは認められず、概ねlOOkN/m3以上の領域においてD級

岩盤とCLL級岩盤に明瞭な違いが認められる。

（7）三軸UU試験では、D級岩盤がptiの値に関わらずquが100～130kN/m3を示す

のに対して、CLL級岩盤では密度が大きくなるほど一軸圧縮強さも大きくなる傾

向が顕著である。なお、トレンチ底盤から深度2.7～3.5mで採取したCLL級岩盤

試料(TBI-7)のみ、489.6kN/m2と突出した強度を示す。
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以上述べたように、今回実施した岩石試験では、試験値のばらつきが比較的小さい

上に、D級岩盤とCLL級岩盤の試験値にも比較的明瞭な違いが認められた。しかし、

一軸圧縮強さについては、前述した針貫入試験結果による換算一軸圧縮強さでD級平

均値=132.5kN/m3，CLL級平均値=382.5kN/m3が得られており、CLL級岩盤について

は三軸UU試験によるqu平均値=144.9kN/m2 (TBl-7を除<)に比べて約2.6倍の違は三軸UU試験によるqu平均値＝

いがあることが課題として残る。

qu平均値
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図-5.3.9 湿潤密度と含水比，吸水率，一軸圧縮強さの関係

542



湿潤密度一一軸圧縮強さ

’
500

圭圭450

＝400

０
０
０
０
０

反
』
０
５
０
５

３
３
２
２
１
Ｉ

ａ
Ｅ
芝
髻
号
扣
浬
澤
出
癖
Ｉ

T

奉F~彗
噛 稀弔 二ｆ

詮鰯
『 ｣

､

性L生理〃、 I

、ヤ守庁

100

峰蝉剰’●
ﾛ

一■』■■■■■■

０
０

５

譲琴欝員鳥
Lや儲奈3弔陛ド■

■■■』■■■I■■■■■■

1 .20 1 ．30 1 .40 1．50 1 ．60 1．70 1．80 190

湿潤密度pti(g/cm3)

(a)湿潤密度一一軸圧縮強さ関係と供試体番号

湿潤密度一一軸圧縮強さ(三軸UU)

500
＆

450

一F信

400

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
０
５
０
５

３
３
２
２
１
１

（
型
Ｅ
臺
）
号
扣
浬
澤
出
禄
Ｉ

一

■■

司干面 耐 堂 p忘＝P子 TBM＝3〒
森

△nJ

種L

黒

ごI J1
▲

匡聾豆
干蠕区

Tp1 巴

縣3
一

Tph 区〆

謡
1 1 1 ．~｢ =1

1 l l
I i Ⅱ I 【 1 1

亘
画
画

室
■
卓

二
国
亭

■
■
卓

一
■
卓 ’i

1.20 1 ．30 1 ．40 1．50 1．60 1．70 1．80 1 ．90

湿潤密度pti(g/cm3)

(b) 湿潤密度一一軸圧縮強さ（三軸UU)関係と供試体番号

図-5.3.10湿潤密度一一軸圧縮強さ関係と供試体番号

5－43



シ

PT-2(上段:試験前，下段:試験後） PT-3(上段:試験前，下段:試験後）PT-1(上段:試験前，下段：試験後） PT－4

熱感辨<:虜一癖~魂 １
１
１

鰹
蝿

ｆ
ｌ ﾀ棄却ﾃﾞータ ﾃﾞータ

［

！

’ 〆グ グ
狸

珊
寸
好
守
１
．

輔
刷
編
３
判
蝿
樹
咽
増
■
弧
噛
国
鷺
劉
岡
嘱
遡
諭
犠
鍛
灘
耀
織
齢
識
鍛
蝿
撫
．
？
需
弾
Ｕ
睡
冊
唯
灘

側
切
圏
罰
ｊ
字
甲
貼
１’

…常

必
謝勝

／ ／〆 ジ

PT-5(上霞r試験前下…鋤 PT-6(上段:試験前，下段:試験後） PT-7(上段:試験前,下段:試験後） PT-8(上段:試験前，下段:試験後）

』

！

グy ノ’

…‘ 噸幽勢へ …壁~ヂ 鯵鞠一′
密…鐸墾爬．,融搾舎輸和

西酔~一 蝦ぞぷ 華L

心

ｊ

、

都

剋

滞

、

斗

轡

舗

閥

将

亭

抄

舗

淵

野

!

恐
欝
上

鵠も

鳶 ／
薄
ア
ノ グ

写真-5.3.7 一軸圧縮試験供試体写真

544



P-｢－1(上段:試験前ル下段:試験後） PT-2(上段:試験前下段:試験稜フ PT-3(上段:試験前下霞?試譲覆う

II
肝
岬
掴
旧
咽
Ｅ
Ｂ
ア
３
岨
卜
・
Ｉ
乃
固
壱
方
万
唾
贋
ぞ
垂
凶

Iﾃﾞｰﾀ棄却 ］

ﾇ棄却丁一
ﾃーータ

丁一

冗
蛾
釘
Ｉ

I

'
ノ

認

グ
'

I
や凸 耗 叩

辛
加
町
晒
砺
禰
咽
．
”
＄
‐
や
命
イ
屯
屡
唾
講
鞭
甥
短
睡
Ｕ
撞
勾
鍜
溌
蝿
繊
零
嶋
鰯
曝
悪
鐘
辱
匿
篭
二
■

！
ｒ
恥
恥
ｒ
‐
Ｉ
細
渭
瑚
返
噌
Ｊ
歪

＃
３
割
＃
篭
＄
３
１
３
９

&

０
２
職
〃
刃 Ｉ

噛
伊
寧
彰
牙

／ ／ ／ ノ
PT-5(上段?試験前下段:試験後） 試験前，下段:試験後）PT-7(上段 PT－8

１
日
Ⅱ
９
１
！
、
や
吟
’
燭
７
▽
ｆ
Ｋ
Ｆ
刊
：
…
棒
瀧
痙
塞
喉
捗

…
認認

■
日
田
否
”
■
団
■
壷
竃
毛
蚕
■
轟
可
ｊ
１
弔
蝿

協
恥
柵
師
珊
，
『
も
灘

協
恥
柵
師
珊
，
『
も
灘

萌
壇
曜
圏
ｇ
２
存
■
間
色
宙
や
秘
１
１
４

ｉｌ贈甚§

屯

５

１

恩

号

騨

私

促

理

騨

；

令

、

浄
子
砂
丘
■
誌
矛
叶
や
い

わわ

ヌ' ググググ
〆

|’|’;’;’
宮 七‘ 堅一 一一一一－－－－

凄

軒
劇
騨
ｑ
ｕ
■
廻
唾
置
唖
咽
軸
噺
■
９
４
幹
鷺
漂

I
樋
畷
１
鮒
偽
卦
恩
耐
野
仔
除
那
号
鱒

甲

ノ
’’

ノ ノノ
写真-5.3.8 三軸圧縮試験(UU)供試体写真

345



TB-1(0～1m)(上段:試験前F下段:試験後) | TB-1(1～2m)(上段:試験前下段:試験後） TB-1(2.7～3.5m)(上段:試験前,下段:試験後）

『

醐

吟 ＃

イy

￥り 時

逼箸
罰 、

'"斜｡： 蕊
t 譜 ぷ､A曇一鯵「

鉾 LL舎 区
弾 由

〆診:'
畢

酵

》

厩

認

辿

宰
零

蕊

No.3水平(1～2m)(上段:試験前下段:試験後）

？ f牟

畦、 、“を癖駕
》
ず蕊ボー蕊 －

》

」

配量巳b木夕

日木ダム

榊
馴
馴
識
裳
躯
慰
謝
鞠
蔚
繍
灘
職
鷺
蝋
箪

『 '
心上 ■

出鈴煙?諦鴎上騨塑､、輔…蒔痢一F，'輔 咽

~ノ 患
“･縄締晶簿 ｡､"‘ "…･草

垂辞

'､
写真-5.3.9 三軸圧縮試験（UU)供試体写真

546

鱗繍

5砺郭 一
糸

土の三哨 土鯛 註陰



6．岩盤強度の検討・整理

(1)ブロックせん断試験

左岸調査横坑(TL3坑）および河床部横坑(T-4坑）ではS58年にブロックせん断

試験を実施している。

各試験面の岩級見直し結果は図－6．1および図－6．2に一覧として示すとおりであ

る。また、各試験のo－で関係は岩級見直し前(S58)を図-6.3(1)、岩級見直し後を

図-6.3(2)に示した。

S58年の試験実施時においては、試験値を以下のように評価している。

なお、TL4-5ブロックは、試験時(S58)の観察においてブロックが弛んでおり、試

験面付近からの湧水も認められたため、データ棄却している。

安山岩 自破砕安山岩 軽石火山角礫岩

CL級 r=921.2kN/m2+Otan45c て=627.2kN/m2+Otan46.9c

CL～CM

級
r=1254．4kN/m2+Otan50c

CM～CL

級
r=2254.0kN/m2+Otan50c r=1421.0kN/m2+Otan50.3c

岩級見直し後の(ﾌ－て関係は以下のように評価される。

|CLH級|: t=6272kN/m2+otan469｡~921.2kN/m2+otan45o

にM級|: t=12544kN/㎡+otan50｡～1421.0kN/m2+otan50.3o

にH級|: r=22540kN/m2+otan50。
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’地質区分 細区分
せん断試験後の岩盤面（写真）

（試験時の写真）

せん断試験後の岩盤面（スケッチと岩級区分）

（試験時のスケッチを利用）

岩級

区分

岩盤状況からみた

試験結果の評価（今回）

既往試験結果

（試験値）
ブロック名 硬軟

区分

割れ目

間隔

割れ目

状況

塊状岩 礫質岩

細区分組み合わせ(B･n･

b)は、CH級岩盤の代表的

なものである。

↓

試験結果はCH級（塊状岩）

を代表すると考えられる。

試験時の観察で開口割れ目

が記載されている。

T3-3 ro (kN/m2)

2254.0

Ⅱ１
１
１

せん断プ
CHAn4 18 b

匡〉
の（。）

50

IT3-1 ro (kN/m2)

1254．4

細区分組み合わせ(B、Ⅲ．

b)は、CM級岩盤の代表的

なものである。

↓

試験結果はCM級(塊状岩）

を代表すると考えられる。

､
CMⅢAn4 B b

‐ ；。
ｎ
Ｕ

グ
ー
、
尽
Ｊ

，
ｈ
Ｆ

一｜

【

４
．
，
口
１月

*

ご－

…,:癖
CM

(45％）

T3-2 ro ( kN/m2)

921．2

frr"
産 ⅢB h

I
試験面の約半分にCM級が

混在する。

↓

試験結果は、CLH級の値よ

り過大と考えられる。

㈲

癖| ＃； 、蕊､｛ ．

樺皇二:%_､,f

銅Ｉ》

､

▼

An4鷲
y“
、,

ﾙ

禺

ﾛ

1

の （。）

45

畠患

｡｜鰯ⅣB単単

鼬
』

ロ■

一可一一
’一

I

ﾙ ‘ ー
,I ､ 、

候母

l 診
， ．？■q

し
･ 1 h片J

41
ｵ ロ

リ

ロ 仁

T3-4 試験面は、CLH級（自破砕

状安山岩）の細粒分のみか

らなる箇所を主体とする

（写真右上のごく一部に礫

を混入するゾーンあり）。

↓

試験結果は､CLH級の下位

強度を示すと考えられる。

I
て0 (kN/m~)

627．21 －－－

？ 一一弓
CLHＩAb4 ， b

の（。）

46．9

~‐ I 。

,-‐ ’
一皇

③
’ ミ ー 、 (DIb)

図－6．1 TL3横坑内ブロックせん断試験箇所の状況
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’ ’ 細区分地質区分せん断試験後の岩盤面（写真

（試験時の写真）

せん断試験後の岩盤面(スケッチと岩級区分）

（試験時のスケッチを利用）

岩級

1文分

既往試験結果

（試験値）

岩盤状況からみた

試験結果の評価（今回）
ブロック名

硬勅

区分

割れ目

間隔

割れ目

状況
塊状岩 礫質岩

●－

CH

58％

ro (kN/m2)
試験面の約60％がCH級で、約40％が

CM級である｡CH級はAn2-bに該当し、

CM級はVb-pに該当する。
↓

試験時の評価は、Vb-p中の軽石部が弛
んでおり、ブロック下部からの湧水が

認められたため、棄却対象としている。

IB b

An2-b

･Vb-p

T4-5

の（。）CM

42％

IC b

縄

,f 迩態､礼 苓

騨
ー

trO (kN/m2)

1421．0

ＩB 全体がCM級で細区分BIcが主体をな

すが、基質が優勢な範囲では硬さがC

となる。

↓

試験結果はCM級（礫質岩）を代表す

と考えられる。

C
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の（。）

50．3
IC b

試験面の約70％がCM級(CIb)で約

30％がCLH級(DIb)である。但し、

CLH級評価範囲の硬さDは､硬さCに

近い性状を有する。

↓

CLH級評価範囲は、CM級に極めて近

い性状を有するため、試験結果は、CLH

級の影響は少ないと考えられる。
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代表すると考えられる。

CLHT4-1 IAb3 ， b

別一

別に
L－l －

力（。）

4s

｜
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(2)孔内水平載荷試験

孔内水平載荷試験の結果は、「18石木ダム第18号石木ダム地質解析業務委託報告書

（地質総合解析編） 平成19年3月 （株）建設技術研究所」で取りまとめられてい

る。

孔内水平載荷試験は、左岸鞍部のボーリング孔(R-22～24)及び河床部のボーリング孔

(C-43)で行われており、その試験位置、試験区間の地質、試験区間の岩級は表-6．1に示

すとおりである。

表－6．1孔内水平載荷試験調査数量表

6-5

孔番 試験実施深度 地質

R-22

1 .8-23m

3.2-3.7m

5｡7-6.2m

Vb

Vb

An3-v

，

CLL 口
CLH 口

’ R－23

3.5-4.0m

7.0-7.5m

Vb

An3-v

，

CLL 口

R-24

3.3-3.8m

4.0-4.5m

5.2-5.7m

5.9-6.4m

7.0-7.5m

7.5-8.0m

8.0-8.5m

10.0-10.5m

Vb

Vb

Vb

Vb

Vb

Vb

Vb

Vb

，

，

CLL ’
CLL ’
CLH

CLH I
CM

CLH ’

C-43

4.25-4.75m

7.55-8.05m

7.95-8.45m

9.35-9.85m

10.05-10｡55m

Vb

Ab3

Ab3

Ab3

An2-b

CLH I
CLL ’
CM ’
CM ’
CLL 口



孔内水平載荷試験による変形係数(Db)及び弾'性係数(Eb)と平板載荷試験による変形係

数(Dp)及び弾性係数(Ep)には、一般に図-6．4に示す関係が知られている。図-6.4に基

づき、Dp/Db及びEb/Etを求め、変形係数Dpと弾性係数Etを換算算出すると表-6．2に

示す結果が得られる。

４
３
２

』
山
』
Ｃ
Ｑ
垂

10 100 1，000

Db, Eb (MPa)
10．000 100,000

孔内水平載荷試験による変形係数(Db)と弾性係数(Eb)と平板載荷試験

による変形係数(Dp)と弾性係数(Et)

（「(社)土木学会岩盤力学委員会：原位置岩盤試験法の指針一平板載荷試験法一一せん断試験法（「(社)土木学会岩盤力学委員会:原位置岩盤試験法の

図－6．4

－－孔内載荷試験法－，第1版,第1刷, 2000｣2.｣ )
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表－6．2孔内水平載荷試験に基づく換算変形係数:Dp及び換算弾性係数：Et

孔内水平載荷試験 平板載荷試験孔内水平載荷試験 平板載荷試験
変換
係数

変換
係数

試験深度
（、）

ソ
セ

ア
歩

ポ
シ

岩級

区分

試験深度

（、）

幻
／一

数

一
一
／岩級

区分

ポアソ

ン比
データ数地質 孔番 地質孔番 変形係数Dt

（MPa）

弾性係数Eb

（MPa）

変形係数Dp
（MPm）

弾性係数E［

（MPa）

変形係数Db

（MPa）

弾性係数Eb

（MPa）

変形係数Dp
（MPa）

弾性係数Et

（MPa）「

1 21．801 28041

2 1 22047 34391
3 1＞＞-<<| 38012

平均 | 21,924 : 33481
l l 297081 10L878

2 125867 80489
3 1>==<< 102333

平均 27787 1 94.907
1 34，609 75．520

2 >>-<< IOO146
3＞‐=<104530

平均 34“91噂‘ 93399

1 l 38789 1 48.943

2 iZ>=<E 50989

3 号＞=＜ご 5“29
蕊平均 38‘789 ； 52‘121

1 244.920 456.768

＞-＜450.6452
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換算した変形係数Dpおよび弾性係数Etと岩級との対応は図-6.5に示すとおりであ

り、 CM級からD級に向かって段階的に値が小さくなる傾向を示す。

岩級と変形係数の関係
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図－6．5各岩級の変形係数及び弾性係数の分布(孔内水平載荷試験より推定）
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孔内水平載荷試験より推定される各岩級のDp及びEtは以下のとおりである。

【変形係数Dp】

○CM級:610.8～2713.lMPa

○CLH級: 131.3～832.7MPa

○CLL級: 84.7～168.3MPa

○D級: 18.0～127.OMPa

【弾性係数Et】

○CM級: 1714｡6～3674.6MPa

○CLH級:212.l～1446.lMPa

○CLL級: 120.4～550.3MPa

○D級: 112.2～409.4MPa

また、孔内水平載荷試験とは別に、ブロックせん断試験(昭和58年度実施)の予備試験

として静弾性試験が行われている(図－6．6参照)。

6-9



ｅ
）
恥
埖
簿
Ｓ
詮
酵
素
簿
（
国
）
Ｓ
牢
計

図
ｌ
ａ
与
恥
班
憩
Ｓ
潟
患
索
鮮
淘
輿
撰
詳
索
鮮
Ｓ
牢
計

（
津
。
芙
椙
鮮
弐
剴
謬
肝
ｓ
辞
削
脾
さ
が
Ⅶ
ｌ
、
河
員
嘩
ご
雪
剴
雰
覇
訓
毒
挫
謝
剴
露
剖
１
町
）

ｊａ岬
悶
、
○
○

くｔ鉦
９
８

係性
急
８

弾

い
つ
ｏ
ｏ

ｊａＷ
画
、
ロ
ロ

くｐ釦
ｇ
ｇ

系１形
扇
呂

変

一
Ｃ
ｏ
ｏ

や
Ｃ
ｏ
ｏ

四
ｍ
。
。

函
○
○
○

一
○
つ
○

心
○
○
○

“
四
○
○

、
。
。

四
○
○(． こ〕

○
工

○
工

→ ゴー
い
い
、
．
①
○

砲
“
一
‐
。
。

重
吠
班
寒
Ｓ
渇
憩
調
簿
ｅ
三
ｓ
今
計

○
三

○
三

へ
e eol 仁 加

毒
庁
淵
頴
索
簿
Ｓ
認
索

e壬
、へ 戸

季 「へ

◇
。
、
《
①
○

雄
謹
臨
催
詳
索
鮮
Ｓ
昭
索

ダレ ー し ゞ

：口
堕
劃
ｍ
Ｃ
．
、
○

の
一
○
．
乱
ゞ

！
皿
．
や
ｇ
・
全

一
－
９
．
患
二
吋
．
一
⑦
《

へ
｝
闇
一
画
．
Ｃ
の

閏
一
画
．
Ｃ
の

3
一
博
○
．
い
の
一
一
吋
・
一
⑦

や
○
の
，
心
一

’
NENモひ

ｌ
］
つ ○

Ｆ
工

へ○
佇
工

睡
一
“
一
．
路
○

テ e、〆

Ｉ
Ｃ
型
丑
美
判
鮮
可
剴
謬
両

時
が
藤
棚
淵
頴
索
鮮

ｌ
Ｐ
料
栗
剴
認
界
訓
郵
郷
劃

弾
認
両
貯
か
藏
醇
索
鮮

弾
認
両
貯

肝
鮮
可
剴
謬
両

シ ､萱 〉
画
い
剴
切
，
画
○ ；

毒毒 フ

コ

』

３

○
型
丑
美
判
簿
或
劉
認
両

労
か
蘇
狐
羅
解
索
簿

◇
掛
頚
弾
露
罪
訓
郵
郷
或

劉
謬
両
針
か
瀧
醇
索
鮮

○
型
丑
共

灘
或
劉
避
、

羅
解
索
簿

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

”

‘
◇ シ

４
．
．
弾
、
。

ｌ

淵
頴
索
鮮

一
界
訓
郵
郷
劃
ｌ

か
藏
醇
索
鮮

‐

碑
罪
訓
郵
郷
或

か
瀧
醇
索
鮮

二
“
句
甘
・
兵
。

一
屑
③
、
の

凶
一
○
つ
二
カ
つ
画’’ 醇ロ（ロ



図－6．6の試験結果から、CM～D級にかけては弾性係数及び変形係数がともに段階的

に減少する傾向が見られるが､CH級の値がCM級の値よりも小さな値をとなっている。

このCH級の値は、左岸横坑(T-3)のT-3-3ブロックであり、せん断試験実施時に開口割

れ目が記載されている。また、この開口割れ目の影響で、せん断試験時にはクリープ性

の変位が顕著であったこともあわせて記載されている。したがって、T-3-3ブロックで得

られた値はCH級岩盤の代表的な値を示しているものとは評価することができない。

以上の結果、各岩級の変形係数及び弾性係数は以下のように推定される。

【変形係数:Dp】

| M級岩盤|:6108~2996.8MPa

|CLH級岩盤|: 1313～1498.4MPa

|CLL級岩盤|:71.0～1004.5MPa

l 級岩盤: 18.0～127.0MPa

【弾性係数:Et】

|CM級岩盤|: 11849～3750.5MPa

|CLH級岩盤|:2121～2375.2MPa

|CLL級岩盤|: 1204～1867.4MPa

|D級岩盤|: 1122~409.4MPa
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(3)室内岩石試験

室内岩石試験は､本業務でD級およびCLL級岩盤を対象として実施している他、「石

木ダム地質調査業務委託昭和59年2月 （株）建設技術研究所」においてCM級お

よびCLH級岩盤（岩級は平成17年度に見直し）を対象として実施している。

各岩級の一軸圧縮強さ、密度、吸水率は、図－6．7に示すとおりである。

各岩級の物性値は以下のように整理される。

【－軸圧縮強さ】

|CM級|: 85,29412kN/m2 (870kgf/cm2) (1データ）

|CLH級|:7,10784～8,862.75kN/m2 (72.5～90.4kgf/cm2) (4データ）

115.2～215.7kN/m2 (1.2～2.2kgf/cm2)

96.6～130.8kN/m2 (1.0～1.3kgf/cm2)

（13データ）

(11データ）

【密度】

|CM級|:2369/cm3 (1データ）

|CLH級|: 189～1.969/cm3 (3データ）

|CLL級|: 1276～1.9189/cm3 (38データ）

D級|: 1.305～1.6439/cm3 (31データ）

【吸水率】

12％ （1データ）

データなし

27.43～71．57％

55．60～81．38％

(12データ）

(9データ）
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(4)各岩級と物性値との対応

各岩級の状況、主要細区分組み合わせ、物性値との対応は、表－6．3 覧として示に一

すとおりである。
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表－6．3各岩級の状況，主要細区分組み合わせ，物性値との対応
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7． 取りまとめ

7.1取りまとめ

本業務では、以下の地質調査を行った。

(1)本ダム左岸側におけるAn4の分布およびAn4下部境界部付近に推定された高透

水箇所の確認を目的としたボーリング調査(C-54孔, C-54-1孔)。

（2）河床部竪坑(SF-l)内から分岐した調査横坑(TL4-l坑～T-4-3坑）およびこれら

調査横坑内で実施されたブロックせん断試験箇所の地質分布確認と岩級評価。

（3）鞍部において別途業務で実施されたトレンチ掘削箇所におけるD級岩盤とCLL

級岩盤の詳細な状況を記録することを目的としたトレンチスケッチ。

（4）鞍部処理工基礎対象となっているCLL級岩盤へのコンクリートの付着性を確認

することを目的としたコンクリート付着試験

（5）鞍部におけるD級岩盤およびCLL級岩盤の強度特性を把握することを目的とし

た原位置簡易貫入試験。

（6）鞍部トレンチ下部におけるCLL級岩盤分布深度を把握することを目的としたボ

ーリング調査。

（7）鞍部におけるD級岩盤およびCLL級岩盤の物性を把握することを目的とした室

内岩石試験。

これらの調査結果は、以下のように整理される。

(1)本ダム左岸側におけるボーリング調査(C-54孔,C-54-l)の結果､An4は深度13.3m

までの分布であり、計画ダム軸(D-D')においては、An4は左岸アバツト高標高

部の狭い範囲での分布であることが確認された。

(2) C-54孔およびC-54-l孔におけるルジオンテストの結果、当初懸念されたAn4下

部境界付近における高透水箇所は確認されず、境界部のルジオンテストでは2Lu

未満であることが確認された。

(3)河床部の横坑観察の結果、地質分布に大きな変更は生じなかった。

(4)河床部横坑内で実施されたブロックせん断試験箇所の岩級確認では、CLH級およ

ERCM級の分布が確認され、試験実施時に評価されたせん断強度は妥当なもので

あることが把握された。その結果、左岸側横坑(T-3坑）で実施されたブロック
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せん断試験結果をも踏まえた各岩級のせん断強度は以下のように整理される。

|CLH級|: t=6272kN/㎡+otan46.9｡～921.2kN/m2+otan45。

■■:T=1254.4kN/㎡+otan50｡~1421.0kN/m2+otan50./

屈~調: T=2254.0kN/m2+otan50。

(5) コンクリート付着試験は、CLL級岩盤ではコンクリート供試体自重以上の荷重で

地盤内から破断し、コンクリート供試体底面への地盤の付着が確認された。但し、

D級岩盤ではコンクリート打設面への地盤の付着は認められなかった。

(6) 原位置簡易貫入試験では､D級岩盤およびCLL級岩盤に対する針貫入試験とビッ

ク貫入試験を行った。試験結果から得られる針貫入勾配NPとビック貫入勾配PP

は実測値の幅が広いものの、平均値ではD級岩盤とCLL級岩盤で比較的明瞭な

強度差が認められ、NPでは概ね0.7N/mm以上がCLL級岩盤で、PPでは概ね

1.7N/mm以上がCLL級岩盤となる傾向を示すことが把握された。

(7)鍋立山トンネル（新潟県）における泥質岩の針貫入勾配NPと一軸圧縮試験結果

の関係に基づく換算一軸圧縮強さは、D級岩盤でqu=132.5kN/m2 (平均)、CLL

級岩盤でqu=382.5kN/m2が得られた。

(8) トレンチ底盤から実施したボーリング調査(TB-l孔）では、トレンチ底盤からの

深度で2.8m以深にCLH級岩盤の分布が確認された。

(9)室内岩石試験は、ブロックサンプリングおよびトリプルサンブラーにより、乱さ

ない試料を採取した。

(10)力学試験では、一軸圧縮試験の他、供試体周辺を拘束して軸方向に圧縮する三軸

圧縮試験(UU)を実施した。

(11)密度一含水比、密度一吸水率、密度一一軸圧縮強さには、D級岩盤とCLL級岩盤

で比較的明瞭な差が確認された。しかし、一軸圧縮強さについては、CLL級岩盤

に対する三軸圧縮試験(UU)の試験結果においても100～200kN/m2が主体をな

しており、CLL級岩盤が軟質であることが把握された。

なお、本業務の調査結果を踏まえ、各岩級とせん断強度、変形係数、弾性係数、一軸

圧縮強さ、密度、含水比との対応を「6．岩盤強度の検討・整理」で検討した。
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